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一親子料理教室一

［翼

11鰐璽

　8月4日、5日の2日間保健センターで親子料理教室が南・北小学校4年生
を対象に開催され18組（36名）の親子が参加しました。小さなコックさんたち

は、慣れない手つきでお米をといだり野菜を切ったり、お母さんや食生活改善

推進委員さんに教えてもらいながらハヤシライスやサラダなどを作りました。
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
が
、
老
人
福
祉
週

間
で
す
。

　
日
本
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
一
、
五
五
三
万
人
。
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
、
十
二
・
五
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
（
一
、
九
九
一
年
度
総
務
庁
発
表
）

そ
し
て
、
二
、
〇
二
五
年
に
は
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
寿
国
と
し
て
世
界
最
高
水
準
と
な
る
一
方
で
、
急
速
な
高
齢
化
が
進
み
つ

つ
あ
る
現
在
、
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が
望

ま
れ
る
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
自
身
の
果
た
す
役
割
り
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
は
八
十
八
歳
以
上
の
人
が
三
十
八
人
。
今
回
は
江
南
町
最
長
寿
者
に
ご

登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
長
寿

位

新
井
つ
や
さ
ん

（
9
6
歳
　
上
新
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

　
町
の
長
寿
一
位
は
、
上
新
田
の
新
井
Ψ

つ
や
さ
ん
。
明
治
二
十
八
年
十
月
二
十
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

七
日
生
れ
の
九
十
六
歳
で
す
。
　
　
　
Ψ

　
つ
や
さ
ん
は
、
お
孫
さ
ん
二
人
と
一
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

緒
に
暮
ら
し
て
お
り
、
毎
日
お
孫
さ
ん
縦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呪

の
た
め
に
食
事
の
用
意
を
し
て
い
る
そ
Ψ

う
で
す
。
テ
レ
ビ
は
、
耳
が
少
し
遠
い
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呪

の
で
今
は
見
ま
せ
ん
が
、
以
前
は
レ
ス
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呪

リ
ン
グ
を
よ
く
見
た
そ
え
で
、
ア
ン
ト
Ψ

ニ
オ
猪
木
の
大
フ
ア
ン
と
の
こ
と
で
す
逼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

　
こ
れ
と
い
っ
た
健
康
法
は
な
い
そ
う
Ψ

で
す
が
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
な
く
、
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

ま
た
、
足
腰
が
弱
ら
な
い
よ
う
に
散
歩
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
　
　
　
皿

　
す
ぐ
隣
り
に
住
ん
で
い
る
娘
さ
ん
と
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呪

は
姉
妹
に
間
違
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
年
齢
Ψ

を
感
じ
さ
せ
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
　
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呪

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

く
だ
さ
い
ね
。
　
　
　
　
　
　
呪

　
町
内
で
米
寿
（
八
十
八
歳
）
以
上
を

迎
え
た
人
は
、
別
表
の
三
十
八
人
の
皆

さ
ん
で
す
。

　
こ
の
中
で
男
女
別
の
内
訳
を
み
て
み

ま
す
と
、
男
性
九
人
に
対
し
女
性
二
十

九
人
。
こ
れ
を
六
十
五
歳
以
上
に
ま
で

範
囲
を
広
げ
て
み
ま
す
と
、
男
性
五
百

　の
400

　◇65歳以上の年齢・男女別人ロ（8月1日現在ノ

　〈女　性＞　　　　　　　　　　　　　　　　＜男　性＞

300　　　　200　　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100　　　　200　　　　300

1　1　r　　年齢　　l　I　l

241人

九
十
四
人
・
女
性
八
百
七
十
三
人
と
な

っ
て
お
り
、
女
性
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る

六
十
五
歳
以
上
の
割
合
は
十
二
⊥
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
…
。

156入

108人

62人

22人

5人

（2）
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おじいちゃん・おばあちゃん長寿番付
（8月21日現在＝敬称略）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

虜
馨
努
皆
4
簗
孝
、
萎
“
4
襲
襲
凌
，
蹄
♪
五
ヂ
労
峯
汝
，
零
、
k
4
，
r
，
塾
、
漆
、
欝
需
蓼
触
、
》
努
寡
熱
蘇
オ
温
駄
ハ
錠
，
ξ
な
む
〆
凌

弄
、
，
、
、
ぼ
…

怒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

護
生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
季
蒸

ヂ
多
渉
か
多
彦
き
4
攻
2
客
奪
弄
窯
3
毒
髪
濾
多
尊
彦
転

　
正
し
い
食
生
活
が
、
長
寿
へ
の
第
一
　
　
③
動
物
性
脂
肪
を
ひ
か
え
植
物
油
を

歩
で
す
。
こ
こ
で
は
、
食
生
活
の
チ
ェ
　
　
　
　
使
う
！

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
植
物
油
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が

①
一
日
三
十
食
品
を
目
標
に
！

　
　
数
多
く
の
食
品
を
幅
広
く
食
べ
、

　
　
各
栄
養
素
を
ま
ん
べ
ん
な
く
吸

　
　
収
す
る
た
め
の
目
安
で
す
。

②
腹
八
分
目
を
守
る
！

　
　
よ
く
か
ん
で
、
腹
八
分
目
を
守

　
　
り
、
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ

　
　
レ
つ
o

　
　
あ
り
ま
す
。

④
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を

　
取
り
過
ぎ
な
い
！

　
　
多
い
の
は
、
レ
バ
ー
・
バ
タ
i

　
　
・
チ
ー
ズ
・
卵
黄
な
ど
で
す
。

⑤
魚
や
大
豆
製
品
は
過
不
足
な
く
！

　
　
魚
・
大
豆
製
品
・
卵
・
牛
乳
は

　
　
毎
日
過
不
足
な
く
取
り
ま
し
ょ

　
●

　
　
》
つ
。

⑥
野
菜
・
果
物
・
海
草
は
十
分
に
取

　
る
！

⑦
食
物
繊
維
を
十
分
に
取
る
！

　
　
食
物
繊
維
に
は
成
人
病
予
防
効

　
　
果
が
あ
り
ま
す
。

⑧
食
塩
の
取
り
過
ぎ
を
防
ぎ
、
薄
味

　
に
な
れ
る
！

　
　
一
日
1
0
9
以
下
に
す
る
よ
う
心

　
　
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑨
砂
糖
を
取
り
過
ぎ
な
い
！

　
　
目
標
は
一
日
5
0
9
以
下
。

⑩
ア
ル
コ
ー
ル
は
ひ
か
え
め
に
！

　
　
目
安
は
、
日
本
酒
一
合
、
ビ
ー

　
　
ル
大
ビ
ン
一
本
で
す
。

⑪
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
雰
囲
気
で

　
食
べ
る
！

驚 氏　　名 罰年令 生年月日、（明治） 住　　　　所

1 新井つや 女 96 28・10・27 新田98
2 吉野もん・ 〃 95 29・10・12 反井1106－1

3 滝田セよ 〃 94 31・6・15通春339

4 青木塾た 〃 93 31・11・26 切2640－50
5 持田宅奈 〃 93 31・12・5甲切145－1
6 柴田賢次郎 男 93 32・1・3 ゴ本948
7奥野楽重 〃 92 33・1・10＝本522－4
8 近藤躍ん 女 92 33・2　・2 卸正新田347
9浅野けい 〃 92 33・2・23予原461－3
10 小松原千代 〃 92 33・7　・3 通春1197
11 新井よ志 〃 92 33・8　・10 ＝本1997－3
12 湯本さだ 〃 91 33・12・6 代59
13 志田さだ 〃 91 33・12・20 反井413
14 反町かう 〃 91 34・3　・3 新田231
15 永田揖長 男 91 34・3　・11 甲切134
16 樋田あか 女 91 34・3・30J・江川1396
17 荒井貞治 男 91 34・6　・5 反井829－6
18 笠原セみ 女 91 34・6　・7 甲切801
19 柴田ちか 〃 91 34・8　・2 甲切724

20 久保田て曜 〃 91 34・8・11反井894－1
21 田辺恒隆 男 91 34・8・23J・江川1396
22 関口よし 女 90 35・1　・24 ’沢321
23 鶴岡ケイ 〃 90 35・6・26予原461－3
24 井上小藤 〃 90 35・8・3 」・江川1544
25 橋本重五郎 男 89 35・9　・24 御正新田199
26 坂田佐喜 〃 89 35・10・4 甲切113
27 杉田志やう 女 89 36・2・121・江川1367
28 宇治川ゆう 〃 89 36・2　・15 反井591

29 武政ウメ 〃 89 36・4・13御正新田339
30 神田まつ 〃 89 36・6・26＝本1956－2
31 井上つる 〃 89 36・8・18』・江川727
32 岡部ふよ 〃 88 37・1・1 1・江川849
33 新井のぶ 〃 88 37・2・26卸正新田345
34 新井源太郎 男 88 37・4・3 予原461－3
35 岡田カク 女 88 37・4・18予原430
36 小井土　恒 〃 88 37・6　・5 予原461－3’
37 上田まつゐ 〃 88 37・6　・25 J・江川1396
38 大島金秋 男 88 37・8・1 切360－1

圏
敬
老
会
を
開
催
”
“

★
と
　
き
…
9
月
1
5
日
・
1
6
日

★
と
こ
ろ
…
江
南
荘

★
対
　
象
…
9
月
1
5
日
現
在
満
6
5
歳

　
　
　
　
　
以
上
の
人

★
申
込
み
…
一
人
三
百
円
を
添
え
て

　
　
　
　
各
字
の
福
祉
委
員
さ
ん

　
　
　
　
　
（
区
長
さ
ん
）
へ
申
し

　
　
　
　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＜
昨
年
の
敬
老
会

履
凝

曾
、
｝
望

（3）



～おとしよりが安心して暮らせるために～

⑳
短
期
保
護
船

　
六
十
五
歳
以
上
で
常
時
介
護
が
必
要

な
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、
一
時
的

に
面
倒
が
み
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
時

（
介
護
者
の
冠
婚
葬
祭
・
病
気
な
ど
）
に
、

お
お
む
ね
一
週
間
以
内
お
年
寄
り
を
お

預
り
し
ま
す
。

　
費
用
は
一
日
千
百
円
で
す
。

⑳
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
船

　
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
が
、
急
病
、

事
故
な
ど
の
た
め
救
助
を
必
要
と
す
る

時
に
緊
急
通
報
電
話
・
携
帯
無
線
発
信

灘

機
を
置
き
ま
す
。
万
一
事
故
な
ど
が
あ

れ
ば
、
救
急
出
動
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
熊
谷
地
区
消
防
組
合
に
直
結
さ
れ
て

い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砺ゆ

老
齢
年
金
　
　
か
噂

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砺ゆ

　
　
敬
老
記
念
品
¢
ゆ

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
お
年
寄
り
に
対
し
、
敬
老
と
長
寿
を

祝
福
す
る
た
め
に
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

対
象
は
、
九
月
一
日
現
在
で
町
に
六
ケ

月
以
上
住
ん
で
い
て
、
満
七
十
歳
以
上

の
人
で
す
。

　
支
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　　　　　き

　　　饗

●

磨

，盟岨『一

　
〇
七
十
歳
～
七
十
九
歳
　
四
千
円

　
○
八
十
歳
～
八
十
四
歳
　
五
千
円

　
O
八
十
五
歳
以
上
　
　
　
六
千
円

ま
た
、
敬
老
記
念
品
も
贈
ら
れ
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
か
ゆ

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳
　
　
へ
の
助
成
か
ゆ

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
町
内
に
十
八
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
補

助
金
を
交
付
し
、
活
動
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
六
十
歳
以
上
の
人

で
構
成
さ
れ
、
老
後
の
生
活
を
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
、
健
康
増
進
・
教
養

の
向
上
・
地
域
社
会
と
の
交
流
な
ど
の

各
分
野
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

◇＾◇＾◇＾◇＾◇A◇＾◇

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
¢
ゆ

の

派

　
高
齢
や
病
弱
な
ど
の
た
め
、

身
の
回
り
の
用
事
が
困
難
な
ひ
と
り
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
が
訪
問
し
て
お
世
話
し
ま
す
。

⑳
入
浴
サ
ー
ビ
ス
⑳

　
ね
た
き
り
に
な
り
ま
す
と
自
宅
で
の

入
浴
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う

な
場
合
は
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
移
動
入
浴
車
が
月
に
一
度
自

宅
を
訪
問
し
、
入
浴
の
お
世
話
を
い
た

　
　
●

　
　
¢
ゆ

遣
ゲ
ゆ

　
　
◇

自
分
の

し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
に
必
要
な
医
師
の
意
見
書
代
は
実
　
ー

費
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
特
殊
ベ
ッ
ド
の
　
ゲ
ゆ

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
　
貸
し
出
し
ゲ
ゆ

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
の
い
ら

っ
し
ゃ
る
家
庭
に
、
特
殊
ベ
ッ
ド
を
お

貸
し
し
ま
す
。
ね
た
き
り
の
人
が
食
事

を
取
る
時
な
ど
に
便
利
で
す
。
料
金
は

無
料
で
す
。

⑳
ね
た
き
り
老
人
手
当
船

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
病
気
な
ど

で
六
ヶ
月
以
上
ね
た
き
り
に
な
っ
て
い

る
人
に
月
額
二
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



●

第
五
日
目
　
ビ
ク
ト
リ
ア
フ
ァ
ー
ム
畢
フ
ィ
リ
ッ
プ
島

　
十
一
時
、
本
日
の
訪
問
先
で
あ
る
ビ

ク
ト
リ
ア
フ
ァ
ー
ム
に
向
け
ホ
テ
ル
を

出
発
。

　
こ
こ
は
、
州
の
法
律
に
よ
り
建
物
は

百
年
以
上
経
つ
と
強
制
的
に
重
要
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
改
築
や
取
り
壊

し
は
不
可
能
で
内
装
の
み
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
高
速
道
路
は
全
て
無
料
で
あ
る
。

　
十
二
時
三
十
分
、
ビ
ク
ト
リ
ア
フ
ア

ー
ム
に
到
着
し
、
五
百
グ
ラ
ム
ほ
ど
あ

る
ス
テ
ー
キ
で
昼
食
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
世
界
一
の
産
羊

国
で
、
そ
の
数
は
一
億
六
千
万
頭
に
も

の
ぼ
り
、
世
界
の
羊
毛
生
産
の
三
十
％

を
し
め
て
お
り
、
年
問
五
十
九
億
ド
ル

に
も
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
羊
肉
生
産

は
二
億
五
千
二
百
万
ド
ル
と
な
っ
て
い

る
。
　
羊
は
ど
の
部
分
も
利
用
さ
れ
て
お
り

羊
毛
、
食
肉
、
肥
料
と
な
る
つ
め
、
角
、

骨
お
よ
び
化
粧
品
や
軟
こ
う
に
つ
か
わ

れ
る
ラ
ノ
リ
ン
（
羊
毛
の
油
脂
）
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
羊
の
種
類
は
、
メ
リ
ノ
種
、
コ
リ
デ

ー
ル
種
、
ロ
ム
ニ
i
種
、
リ
ン
カ
ン
種

な
ど
十
八
種
類
、
現
在
の
羊
の
七
十
五

％
は
メ
リ
ノ
種
で
あ
る
。

　
毛
刈
り
は
、
ほ
と
ん
ど
の
羊
が
年
一

回
、
そ
の
た
め
職
人
は
大
変
よ
く
働
か

な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
。

鍵灘

　
毛
刈
り
職
人
は
一
頭
で
約
一
∴
ニ

ド
ル
も
ら
う
。
羊
の
毛
刈
り
の
世
界
記

録
は
機
械
で
一
日
五
百
一
頭
、
手
刈
り

で
三
百
二
十
一
頭
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
機
械
式
の
平
均
は
百
五
十
頭
か

ら
二
百
頭
で
あ
る
。

　
牛
は
食
肉
、
乳
製
品
、
肥
料
、
皮
製

品
な
ど
に
利
用
、
現
在
二
千
三
百
万
頭

が
お
り
、
そ
の
内
二
千
万
頭
は
肉
牛
、

三
百
万
頭
は
乳
牛
で
あ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
肉
牛
の
生
産
は

年
問
約
十
七
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。

肉
牛
の
種
類
は
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
種
、
ア

ン
ガ
ス
種
、
シ
ャ
ロ
レ
ー
種
な
ど
十
四

種
類
、
こ
の
中
で
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
種
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
牛
の
七
十
五
％
を

し
め
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
牛
乳
生
産
高
は

年
間
六
十
二
億
リ
ッ
ト
ル
で
十
億
ド
ル

に
な
っ
て
い
る
。
乳
牛
の
種
類
は
、
フ

リ
ー
ジ
ャ
ン
種
（
日
本
で
言
う
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
こ
と
）
、
イ
ラ
ワ
ラ
種
、
エ

ア
シ
ア
種
、
ジ
ャ
ー
ジ
種
で
あ
る
。

　
牧
畜
業
者
は
一
年
中
働
き
一
日
に
二

●

田
頭
栄
治
郎

井
上
　
巳
代
治

回
（
朝
・
夕
）
乳
し
ぼ
り
を
す
る
。
そ

の
た
め
に
毎
朝
四
時
半
頃
に
お
き
る
と

の
こ
と
。

繹
験

魏
藩
㎜

　鞭
議
灘

　
十
五
時
、
ビ
ク
ト
リ
ア
フ
ァ
ー
ム
の

見
学
が
終
わ
り
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
島
へ
向

》
つ
〇
　
十
六
時
五
十
分
、
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ

パ
ー
ク
に
て
ウ
オ
ン
バ
ッ
ト
、
ド
ロ
ッ

プ
テ
イ
ル
（
ト
カ
ゲ
の
一
種
）
な
ど
珍

し
い
動
物
を
見
学
。

　
十
七
時
五
十
五
分
、
バ
ス
海
峡
の
海

岸
線
を
散
歩
（
桟
橋
で
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。
）
そ

、
，
灘
灘

灘
懸
灘　　　　　　　灘

　　　　　　難，
　　　　難
　　羅灘

の
後
、
海
岸
通
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕

食
（
三
十
セ
ン
チ
余
り
の
ロ
ブ
ス
タ
ー

の
さ
し
み
。
豪
快
、
驚
き
の
声
）

　
二
十
時
三
十
分
、
ペ
ン
ギ
ン
保
護
区

に
到
着
。
こ
こ
の
ペ
ン
ギ
ン
は
ペ
ン
ギ

ン
の
種
類
の
中
で
一
番
小
さ
く
三
十
三

セ
ン
チ
ほ
ど
で
す
。

　
ペ
ン
ギ
ン
は
一
日
の
ほ
と
ん
ど
の
時

間
を
海
で
す
ご
し
、
小
魚
ま
た
は
イ
カ

な
ど
を
捕
り
、
子
ど
も
に
え
さ
を
与
え

る
。
日
没
の
数
時
間
前
に
は
、
グ
ル
ー

プ
に
な
り
暗
く
な
る
に
つ
れ
て
海
岸
に

も
ど
り
、
浜
辺
を
通
り
自
分
た
ち
の
巣

穴
に
返
っ
て
い
き
ま
す
。
巣
穴
に
返
っ

て
い
く
姿
を
見
学
し
た
後
、
バ
ス
に
て

ホ
テ
ル
に
向
う
。

　
南
十
字
星
、
マ
ゼ
ラ
ン
星
雲
な
ど
、

無
数
に
輝
く
星
、
空
は
き
れ
い
に
澄
み

渡
り
、
星
も
実
に
き
れ
い
で
あ
る
。

　
二
十
三
時
五
十
五
分
、
ホ
テ
ル
に
到

着
す
る
。
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に
ぎ
り
ず
し
や
刺
身

な
ど
の
生
も
の
に
、
ワ

サ
ビ
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
薬
味
で
す
。

な
か
で
も
、
生
ワ
サ
ビ

の
鼻
に
つ
ー
ん
と
く
る

辛
味
や
香
り
な
ど
は
独

特
の
風
味
で
、
粉
ワ
サ

ビ
や
練
り
ワ
サ
ビ
は
遠
く
及

び
ま
せ
ん
。

　
ワ
サ
ビ
の
風
昧
を
生
か
す

決
め
手
は
、
お
ろ
し
方
に
あ

り
ま
す
。
ワ
サ
ビ
は
、
お
ろ

す
前
に
タ
ワ
シ
な
ど
で
こ
す

っ
て
洗
い
、
包
丁
の
先
で
黒

い
汚
れ
を
取
り
ま
す
。
葉
や

茎
は
外
側
か
ら
む
し
り
取
る

か
、
包
丁
で
切
り
落
と
し
ま

す
が
、
茎
の
付
け
根
は
残
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ワ
サ
ビ
は
根
の
先
か
ら
で

は
な
く
て
、
葉
や
茎
の
ほ
う

か
ら
お
ろ
し
ま
す
。

は
、お
ろ
し
金
か
、

ろ
し
器
を
使
い
ま
す
。

　
ワ
サ
ビ
は
、

れ
る
こ
と
で
辛
味
が
引
き
出
さ
れ
る

の
で
す
。
砂
糖
を
少
量
つ
け
て
お
ろ

す
と
、
辛
昧
が
一
層
引
き
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
お
ろ
し
た
ワ
サ
ビ
を
ま
な
板

の
上
で
、
包
丁
の
背
を
使
っ
て
軽
く

た
た
い
て
や
る
と
、
粘
り
が
出
て
辛

　
　
　
味
が
増
し
ま
す
。

　
お
ろ
し
た
ワ
サ
ビ
は
、
し
ば
ら
く

　
　
　
空
気
に
ふ
れ
さ
せ
て
お
く
と
、

　
　
　
余
分
な
苦
み
が
抜
け
ま
す
。

ワサビ糠欝灘

すると思うな線ると思え

　
　
　
　
　
　
お
ろ
す
と
き
に

き
め
の
細
か
い
切
れ
味
の
鋭
い

　
　
　
　
サ
メ
皮
を
張
っ
た
お

　
　
　
　
　
　
ご
し
ご
し
と
手
荒
に

お
ろ
せ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
、
「
す
る
と
思
う

な
練
る
と
思
え
」
と
言
わ
れ
、
お
ろ

し
金
に
ワ
サ
ビ
を
垂
直
に
立
て
、
輪

を
描
く
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
回
し
な

が
ら
、
練
る
よ
う
に
お
ろ
し
ま
す
。

こ
う
す
る
と
、
ワ
サ
ビ
の
細
胞
が
き

れ
い
に
つ
ぶ
れ
、
そ
か
に
空
気
が
ふ

し
か
し
、
あ
ま
り
長
く
お
く

と
、
辛
味
や
香
り
が
な
く
な

り
ま
す
。

　
す
り
残
し
た
ワ
サ
ビ
は
濡

れ
た
布
で
包
み
、
ラ
ッ
プ
で

く
る
ん
で
冷
蔵
庫
に
入
れ
る

の
が
、
上
手
な
保
存
方
法
で

す
。
濡
れ
た
布
の
代
わ
り
に
、

よ
く
洗
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ

タ
ス
の
葉
で
包
む
と
、
適
度

な
湿
り
気
が
保
て
長
持
ち
し

ま
す
。

皿
へ
3

　
　
　
．
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　辱

甕
●

、
…
㌧
旨
晦
…
…
ミ
…
…
噂
…
匙
旨
ミ

歳

記

　
「
今
朝
、
平
年
よ
り
三
日
早
く
、

富
士
山
に
初
冠
雪
が
見
ら
れ
ま
し

た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、
そ
ろ

そ
ろ
耳
に
す
る
こ
ろ
で
す
。
過
去

三
十
年
間
、
富
士
山
の
初
冠
雪
の

平
均
は
、
山
梨
県
の
河
口
湖
測
候

所
の
場
合
、
九
月
二
十
九
日
で
す
。

　
初
冠
雪
が
も
っ
と
早
い
の

は
北
海
道
の
大
雪
山
旭
岳
で
、

九
月
二
＋
、
二
日
、
万
遅
目
繕

駄
フ
梗
誰
親
韻
鐵
畢
、
、
、

っ
て
い
美
初
冠
雪
を
測
切
、

候
所
や
地
方
気
象
台
で
観
測

し
て
い
る
山
は
、
全
国
で
九

十
八
山
（
連
山
を
含
む
）
で
す
。
．

た
だ
し
、
富
士
山
な
ど
一
部
の
山

で
は
、
複
数
の
地
点
で
観
測
し
て

い
ま
す
。

　
初
雪
と
初
冠
雪
は
違
い
ま
す
。

初
雪
は
、
観
測
地
点
に
降
っ
た
雪

で
す
が
、
初
冠
雪
は
山
の
上
に
白

く
か
ぶ
さ
っ
た
雪
が
、
下
か
ら
見

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
富
士
山
の
よ

う
に
山
頂
に
測
候
所
が
あ
る
場
合

に
は
、
初
冠
雪
だ
け
で
な
く
、
初

雪
の
観
測
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
年
中
雪
が
降
る
よ

う
な
山
で
は
、
ど
れ
が
そ
の
年
の

　
　
　
　
　
、
霜
…
…
」
…
」

終
雪
で
、
ど
れ
力
初
雪
か
分
力
ら
　
亙

な
く
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
・
こ
㎜

れ
は
、
日
平
均
気
温
が
年
間
最
高

に
な
っ
た
日
を
境
に
、
そ
の
日
か

ら
後
に
降
っ
た
雪
を
初
雪
と
す
る

の
だ
そ
う
で
す
。
な
か
に
は
、
初

雪
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
後
に
日
平

均
気
温
の
最
高
の
日
が
き
て
、
終

雪
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ

け
で
す
。

　
九
月
は
、
高
い
山
で
は
初
冠
雪

　
　
の
季
節
で
す
が
、
わ
た
し
た

　
　
ち
に
と
っ
て
は
暑
さ
も
緩
み
、

」
、
，
快
適
な
気
候
と
い
え
ま
す
。

　
　
こ
の
月
は
、
　
「
健
康
増
進
普

　
　
及
運
動
」
で
す
。
こ
れ
を
機

　
　
会
に
、
栄
養
・
運
動
・
休
養

　
　
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活

　
　
を
心
が
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

r
噂
ー
噂
ー
隠
ー
晦
ー
ー
陶
…
噂
ー
噂
ー
晦
萎
尊
ー
噸
ー
噛
ー
ー
噸
…
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

水道の故障、修理は、水道

工事を施工した指定工事店

か、当番の指定工事店へお

願いして下さい。

継、月の「郵番 ゴ事店名 電、話、番ll幕剛
　　　　1　、

1　・　6　・11　・16・21　。26 ㈲笠原設備工業所 36－1206
2　・　7　・12　・17　・22　・27 ㈲松本設備 36－3662
3　・　8　・13・18・23・28 ㈲加藤ポンプ店 36－5177
4　・　9　・14。19。24・29 ㈱光栄建設 36－0310
5　・10　・15　・20　・25　・30 ㈱コ　バヤ　シ 36－1206

（6）



トピ、リワス 身近かな話題、ホ・ソト后ニュースきお寄せくだごひ。

　町健康教室に農林大臣賞と名誉賞

　第41回全国農業コンクール全国大会が

8月4日、5日に石川県金沢市文化ホー

ルで行われ埼玉県の代表として、町農村

婦人健康教室会長の橋本和子さん（写真

中央）が出席し、農林大臣賞と名誉賞に

選ばれました。

　この大会には全国からの代表者20名が

体験を披露し、橋本さんは「むらづくり

の原動力となった婦人グループ活動」と

題し力強く発表しました。

　写真は、健康教室副会長の坂田さん

（右）と同じ副会長の馬場さん（左）です。

　　　基本健康診査
　基本健康診査が8月17日から25日まで

の7日間、今までの住民検診から変わり

内容も充実して、町の保健センターで行

われました。今回の健診は各種検査機械

が使用されるため、各字集会所で行って

いた検診ができなくなりました。そのこ

とにともない、各字と保健センターを町

の行政バスが利用され多くの人が基本健
診を受けました。

　医学が進歩したとはいえ、病気、とく

に成人病予防には日頃からの健康管理が
大切です。これを機会に健康にっいて、

あらためて考えてみてください。

↓
o
U
闘
o
ω
●

●

O
o
五
〇
↑

　　　　　　　　江南消防団操法大会で準優勝”
　8月19日に開催された第17回埼玉県消防操法大会に江南町消防団が出場しました。
　この操法大会は、吹上町の県消防学校で県内から14隊の消防団が出場し、町消防団はポンプ車の部

に出場し、前回の昭和55年同様に準優勝という栄誉に輝くことができました。この競技は5人が1組
となり、現場到着から放水、・鎮火、・収納までをタイムと操作技術を競うもので、この日のために団員

は、夜間や休日を返上して3ヵ月間の訓練の成果を発揮できました。写真は（右）操法と（左）操法後の
選手の様子です。

’17）
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が
ん
ば
っ
て

　
熱
鍔
器
鱗
雛

回
復
を
は
か
り
、
生
き
生
き
と
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
通
所
機
能
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
年
十
一
月
か
ら
開
始
し
、
は

じ
め
は
参
加
者
五
名
前
後
で
し
た
が
、

よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
年
の
一
月
か
ら
リ
フ
ト
付

き
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
現
在
で
は
、
つ
ね
に
十
名
前
後
の
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

詞

練
　
内
　
容

病
院
や
専
門
施
設
で
医
療
と
し
て
行

幽り《》貞》《ヤ《甲貞》一幽一》へ｛貞》貞㌧晒へ｛轟》肉貞》へF貞》幽鯖

　　　　スケジュール

PM
1：00～1：30　問診

1：30～1：40　リハビリ体操

1：40～2：30個別訓練

2：30～3＝00　レクリエーション、手工

　　　　　　芸、・スポーツなど

3：00～3：30休けい、一言アドバイス

　　　　　　歌
3：30　　　終了

橘触㍉へ｛へ｛へ《》《｛へ｛へ｛轟》へrへ｛へ｛へ｛へ｛」》へr幽》肉一蝋

い

ま
す
機
能
訓
練

わ
れ
る
訓
練
と
は
異
な
り
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
社
会
的
訓
練
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

①
歩
行
・
起
き
あ
が
り
な
ど
の
基
本
動

　
作
の
訓
練

②
食
事
・
衣
服
の
着
脱
な
ど
の
日
常
生

　
活
動
作
の
訓
練

③
陶
芸
・
紙
細
工
な
ど
の
手
工
芸

④
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ス
ポ
ー
ツ

参
加
者
に
も
笑
顔
が
…

　
今
ま
で
健
康
で
あ
っ
た
人
が
、
突
然

不
自
由
な
か
ら
だ
に
な
っ
た
こ
と
で
、

ど
う
し
て
自
分
だ
け
が
…
…
と
内
向
的

に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
訓

練
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
を

持
っ
た
人
た
ち
が
お
互
い
に
悩
み
を
打

ち
あ
け
、
ま
た
励
ま
し
あ
う
こ
と
で
参

加
者
同
志
の
き
づ
な
が
深
ま
り
、
気
持

も
明
る
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
い

っ
し
ょ
に
参
加
し
て
い
る
家
族
の
人
に

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
、
な
し
を
問
わ
ず
、
誰

れ
も
が
持
っ
て
い
る
基
本
的
な
欲
求
の

一
つ
に
「
楽
し
む
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
障
害
を
も
っ
た
こ
と
で
、
健
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膨
緯
麟
演
㎜

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
孤
独
感
、
絶
望

感
を
ふ
や
す
ば
か
り
で
、
か
え
っ
て
回

復
を
妨
げ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
障
害
の
回
復
は
、
急
い
で
訓
練
を
行

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
か
な
ら
ず
し
も
よ

報
が
遷
も
の
で
は
－
－
ま
“
“

　
む
し
ろ
こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り
を
も
ち

訓
練
そ
の
も
の
を
楽
し
み
な
が
ら
、

分
の
力
で
ど
う
し
た
ら
回
復
す
る
こ

が
で
き
る
の
か
を
学
ん
で
い
く
こ
と

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

婁驚

禽
護、雪

6が

　9圃ご

レ墜

くずかご

●

0
㊥
0
⑨

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
七
月
五
日
と
十
二
日
の
二
日
間
、
県

民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
運
動
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
一
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
大
会
は
、
熱
戦
の
末

御
正
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
の
部
で
は
ホ
ワ
イ
ト
レ

デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
準
々
決
勝
以

上
）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
ヘ
リ
テ
イ
ジ
、
千
代
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、

　
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
、
中
央
ク
ラ

　
ブ
、
板
井
、
片
山
ア
イ
ア
ン
ズ
、
小

　
江
川
A
、
ト
リ
ッ
ク
ス
、
野
原
親
睦

　
会
、
三
本
ク
ラ
ブ
、
小
江
川
新
道
ク

　
ラ
ブ
、
御
正
ク
ラ
ブ
、
パ
ー
ク
シ
テ

　
ィ
ー
ズ
、
大
原
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
成

　
友
ク
ラ
ブ
、
春
の
原
ク
ラ
ブ
、
小
江

　
川
B
、
江
南
南
会
、
樋
春
親
睦
会
、

　
メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ
、
御
正
プ
リ
ン
ス

●
試
合
結
果
（
準
々
決
勝
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
江
南
南
会

　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
6

春
の
原
ク
ラ
フ

御
正
プ
リ
ン
ス

御
正
ク
ラ
ブ

三
本
ク
ラ
ブ

小
江
川
A

板
　
　
　
井

ヘ
リ
テ
イ
ジ

●
女
子
の
部

．
署
命
n
髭
薙

タ

鋤

鶴麟麟難撚聯測’‘

（8）
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小為さと

再発見

地
名
は
語
る

「
香
要
在
家
」

　
香
要
在
家
は
小
江
川
地
区
を
流
れ
る

和
田
川
に
沿
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
。
川

に
向
う
緩
斜
面
に
須
賀
広
新
田
の
よ
う

に
前
面
に
畑
地
を
持
つ
屋
敷
が
並
ん
で

い
ま
す
。
香
要
は
カ
ヨ
ウ
と
読
ま
れ
町

内
に
同
様
の
地
名
は
見
当
り
ま
せ
ん
。

在
家
は
千
代
に
あ
り
ま
す
。
地
形
上
の

共
通
点
は
判
り
し
な
い
よ
う
で
す
。

　
地
名
辞
典
等
に
よ
る
と
「
カ
ヨ
ウ
」

は
、
「
通
う
、
通
い
」
の
道
に
通
じ
る
、

道
に
面
す
る
と
い
う
意
味
と
、
「
萱
・

茅
」
の
こ
と
で
、
萱
・
茅
の
生
え
る
と

こ
ろ
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
お
そ

ら
く
町
に
残
る
香
要
の
本
来
の
意
味
は

前
述
の
い
づ
れ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
東

隣
に
「
新
道
」
の
字
地
名
が
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
交
通
の
多
い
場
所
に
関
連

し
た
「
通
う
」
の
意
味
が
強
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
和
田
川
に
生
え
た
萱
・

茅
の
多
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
否
定

で
き
ま
せ
ん
。
同
じ
和
田
川
の
下
流
の

野
原
・
土
塩
に
は
茅
原
・
茅
場
の
地
名

が
川
沿
を
呼
ぶ
こ
と
と
関
連
し
そ
う
で

す
。
　
在
家
は
、
本
来
の
意
昧
は
仏
教
用
語

で
寺
に
住
ま
ず
自
分
の
家
に
い
て
仏
教

に
励
む
人
の
こ
と
で
、
も
と
も
と
居
る

べ
き
寺
か
ら
離
れ
て
い
る
と
い
う
意
味

を
持
つ
よ
う
で
す
。
こ
の
「
互
い
に
関

係
が
深
い
が
離
れ
て
い
る
」
と
い
う
意

●
第27言舌

味
が
、
本
家
と
分
家
と
い
う
よ
う
に
、

一
方
が
他
に
属
し
て
い
る
と
い
う
意
味

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
江
川
は
中

世
の
「
小
江
郷
」
と
呼
ば
れ
、
鎌
倉
～

室
町
時
代
の
古
記
録
に
表
わ
れ
る
事
は

第
1
4
話
（
広
報
9
1
年
8
月
）
に
紹
介
し

た
と
お
り
で
す
が
、
中
世
の
武
士
が
住

　
　
　
　
た
て

む
場
所
を
館
・
堀
ノ
内
と
呼
ぶ
と
、
従

者
や
家
来
の
住
ま
い
を
在
家
と
い
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
小
江
川
地
内
に
あ
っ

た
と
い
う
城
跡
や
館
跡
は
定
か
で
あ

　
　
　
　
　
　
た
て
　
の
　
う
ち

り
ま
せ
ん
が
、
館
ノ
内
に
通
じ
る
「
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う

の
内
」
の
地
名
が
、
物
見
や
狼

し
　
だ
い

火
台
に
最
適
な
高
根
山
の
近
く

に
あ
る
こ
と
が
関
連
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
本
来
の
意

味
の
と
お
り
在
家
の
僧
侶
が
住

ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
小
江
川
に
は
現
在
も
二
つ
の

寺
院
、
保
泉
寺
と
満
讃
寺
が
あ

り
ま
す
。
保
泉
寺
は
高
根
山
の

近
く
か
ら
現
在
の
場
所
へ
移
っ

た
と
い
い
、
満
讃
寺
に
は
館
の

　
　
　
か
ま
え
ぽ
り

よ
う
な
構
堀
の
跡
が
残
っ
て
い

る
と
さ
れ
、
両
寺
と
も
中
世
に

復
興
、
創
建
の
由
来
を
伝
え
て

い
ま
す
。
明
治
初
年
に
廃
寺
と

な
っ
た
聖
観
寺
も
加
え
る
と
三

力
寺
を
数
え
、
寺
院
が
多
か
っ

た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
町
内
に
寺
院
が

多
い
こ
と
は
町
の
特
色
の
一
つ
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
小
江
川
に
は
、
高
根
山
の

周
辺
、
お
そ
ら
く
石
切
場
と
な
っ
た
崖

面
に
観
音
像
を
刻
ん
だ
場
所
が
あ
り
、

そ
れ
を
「
観
音
岩
」
と
呼
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
で
。
現
在
そ

の
場
所
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
高
区
配

水
池
の
下
位
の
山
腹
に
関
い
た
横
穴
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぽ
み

小
さ
な
仏
像
を
置
い
た
ら
し
い
凹
が
残

っ
て
い
る
の
で
、
中
谷
の
周
辺
に
「
観

音
岩
」
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
香
要
と
在
家
は
、
カ
ヨ
ウ
と
ザ
イ
ケ

が
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
当
初
の
カ
ヨ

ウ
に
、
後
に
な
っ
て
ザ
イ
ケ
が
加
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
仏
を
敬
う
人
や
有

力
者
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

W、へ～～、八～ヤW仙、～1…へ一一》～Wいκ一W

●

　
七
月
二
十
六
日
、
第
九
回
武
道
振
興

会
柔
道
大
会
が
熊
谷
高
校
柔
道
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
熊
谷
警

察
署
管
内
の
参
加
者
が
対
象
で
、
江
南

柔
道
愛
好
会
と
江
南
中
か
ら
多
数
出
場

し
ま
し
た
。

　
団
体
戦
で
は
、
江
南
柔
道
愛
好
会
が

優
勝
し
、
個
人
戦
で
も
多
く
の
入
賞
者

を
出
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

▼
団
体
戦

●
高
校
・
一
般
の
部

　
　
優
勝
　
江
南
柔
道
愛
好
会

●
中
学
校
の
部

　
　
二
位
　
江
南
中
A
、
三
位
江
南
中
B

▼
個
人
戦
（
数
字
は
順
位
）

●
幼
稚
園

●
小
一
年

●
小
二
年

●
小
三
年

●
小
四
年

●
小
五
年

●
小
六
年

●
小
女
子

低
学
年

●
小
女
子

　
高
学
年

●
中
一
年

●
中
三
年

①
板
橋
光
洋
②
恩
曽
圭
介

③
瀬
山
和
之

①
榎
本
実
菜
③
木
村
梓

①
松
本
孝
誉
③
広
沢
正
登

①
内
田
由
希
子
②
木
村
研

　
人
③
持
田
和
寿

②
小
野
寺
啓
託
③
高
橋
翼

①
榎
本
実
菜
③
橋
本
麻
衣

①
上
田
彩
子

①
桑
島
雅
靖

①
種
沢
庸
夫

●
高
校
一
般
女
子

●
高
校
一
般
男
子

　
　
有
段
者
重
量
　
③
持
田
め
ぐ
み

　
①
佐
藤
敏
幸

顯
鰯
翻

　
　
蜜
　
　
鞭
　
舞

　
　
聾
灘

・
・
竃
謙
灘
灘

　
、
、
蓼
4
、
．
　
　
簸
灘
…

町
民
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
大
会
の
お
知
ら
せ

主
催
江
南
町
体
育
協
会

　
　
　
　
江
南
町
教
育
委
員
会

期
日
九
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
六
時
～
（
ナ
イ
タ
ー
）

場
所
江
南
町
運
動
公
園

種
　
目
　
▽
個
人
戦

　
　
　
　
　
●
一
般
男
子
の
部

　
　
　
　
　
●
一
般
女
子
の
部

　
　
　
　
▽
団
体
戦
（
一
チ
ー
ム
六
名

　
　
　
　
　
男
女
混
合
で
も
可
）

申
込
み
　
九
月
十
四
日
（
月
）
ま
で
に

　
　
　
　
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で

　
　
　
　
く
だ
さ
い
（
定
員
一
〇
〇
名

　
　
　
　
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
）

（9）



、』口蓼瓢饗r職ヴ驚幽齢りF

　　　10月11日（土）午後9時まで

　　　直接　青年の家へ（先着順）

問合せ　深谷青年の家　a71－7548

「埼玉県の愛称」募集

　　　みなさんから親しまれる埼玉県づ
　　　くりをめざして、火の国（熊本県）、

　　杜の都（仙台市）、サンシャインステ

　　イト（米国・フロリダ州）のように、

　　埼玉県の魅力や特性を素材とした

　　「埼玉県の愛称（ニックネーム）」を募

　　集します。

　　応　募　はがきに①愛称②名付け理

　　方法由③住所④氏名⑤性別⑥年
　　　　　　齢⑦電話番号を明記し

　　　　　　〒336浦和市高砂3－15－1

　　　　　　埼玉県イメージァップ推進

　　　　　　室「愛称募集係」へ

　　　　　　ao48－824－2111
　　賞　金　最優秀賞1点　30万円（副

　　　　　　賞B　Sチューナー内蔵29型
●　　カラーテレビ〉

　　　　　　優秀賞2点　5万円（副賞
　　　　　　秩父路の旅ペア食事付宿泊

　　　　　　券）　※抽選で500名に記

　　　　　　念品を贈呈
　　締切り　10月10日（土）

●

圏 回
サラリーマンの奥さん

囮

国民年金の届出はお済ですか

Oサラリーマンの奥さんは、第3号

被保険者

　厚生年金保険や共済組合に加入し

ているご主人に扶養されている20歳

以上60歳未満の奥さんは、国民年金

に加入することになっています。

○保険料を納める必要はありません

　保険料は、ご主人が加入している

厚生年金保険や共済組合でまとめて

負担する仕組です。ですから、第3

号被保険者になったからといって、

ご主入の厚生年金保険料が増えるこ

とはありません。

○届出しないと損します

　届出をしないと第3号被保険者に

なれませんので、不要な保険料を納

めたり、「未納期間」ができて将来

年金を受け取るときに不利になった

りします。

0こんなときは届出を

　ご主人が退職などして加入者でな

くなると〔種別変更〕

　ご主人の転職により、加入してい

る年金制度が変わると〔種別確認〕

　詳しくは、住民課年金係までお問

い合わせください。

引揚者のみなさまへ

　税関では、終戦後の混乱期に外地

から引き揚げてこられたみなさんか

ら、当時国内に持ち込めず税関など

に預けた通貨・証券などをお返しし

ております。

　これは昭和28年から実施されてい

るもので、お心当たりの人は、お気

軽にお問い合わせください。

　お返しする通貨・証券はつぎのも

のです。

◎　終戦後、外地から引き揚げてこ

　られたみなさんが、上陸地の税関

　海運局に預けた通貨・証券など。

◎　外地の集結地において、総領事

　館などに預けた証券などのうち、

　その後日本に返還されたもの。

　これらの手続きは、本人だけでな

く、家族の人でも電話・郵便などで

問い合わせすることができます。

　また、実際に預けたかどうか不明

の場合でも調査ができることもあり

ます。

問合せ　東京税関　前橋出張所

　　　〒371　前橋市大手町2丁

　　　　　　10番地5号
　　　台0272－21－5284
　　　電話による問い合わせは、
　　　8：30～17：00（土・日は除く）

商業統計調査

商業実態基本調査

にご協力を

　通商産業省では、10月1日現在で

商業統計調査（一般飲食店〉及び商

業実態基本調査を実施します。

　全国の飲食店及び商業経営の実態

を明らかにすることを目的とし国

や県、町での商業の育成や流通機構

の近代化などの施策を進めるうえで

の重要な資料として利用されるだけ

でなく、個々の商店が経営指針を作

成する際にも役立っています。

　9月下旬より県知事から任命され

た調査員がお願いに伺いますので、

ご協力をお願いします。
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農林学級（9月・10月）
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開催日 内　　　容 時3　問
％日働 木工ボツクス 午前10時

スツール

17日休） かぼちゃ料理 午前10時

24日休） まんじゅうづ 午前10時

くり

24日（木） キノコ採りの 午後1時30分

ポイント

28日（月） まゆ工芸

％日（日） 木工ふた付き 午前10時

の小箱

4日（日〉 サツマイモの 午後1時30分

収穫

開催日 内　　　　　容 費駕

4日㈹ユキワリソウの栽培 500円
8日（火〉 植木・果樹苗木の芽接ぎ 500円
10日（湘 秋植え球根の植え付け 無料
17日（木） 鉢植えの柑橘類を楽しむ 〃

24日（木） キノコ採りのポイント 〃

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　ら行います。
間合せ　大里郡川本町本田4768－1

　　農林公園内・植物振興セン

　　ター　台83－2841

教育講演会開催
江南町人材育成推進協議会と三校

P　T　A連絡協議会の共催により、児

童生徒の健全育成をめざす活動の一

環として、教育講演会を開催いたし
ます。

日時9月6日（日）

　　午後1時30分開演
会場町民体育館
講　師　無着成恭先生

演題「現代における教育問題に

　　ついて」

消防職員募集
試験日　10月25日（日）午前8時30分

場所熊谷地区消防本部
募集職種　男子消防職員　　若干名

　　女子消防職員　　若干名
資　格　◎熊谷地区消防組合管内市

　　町村及び隣接市町村に居住

　　する者。
　　◎昭和42年4月2日から昭
　　和49年4月1日までに生ま
　　れた者で、高校・短大・大
　　学卒業者又は見込みの者。

　　◎つぎのいずれかに該当す
る者は受験できません。

●日本国籍を有しない者

●禁治産者及び準禁治産者

●禁固以上の刑に処せられ

その執行を終わるまで又は

その執行を受けることがな

くなるまでの者。
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　　●日本国憲法施行の日以後
　　において、日本国憲法又は
　　その下に成立した政府を暴
　　力で破壊することを主張す
　　る政党その他の団体を結成
　　し、又はこれに加入した者。
申込書　受験申込用紙は、熊谷地区

の交付　消防本部総務課、熊谷・中

　　央・妻沼消防署・玉井・荒
　　川・江南・大里分署のほか、

　　妻沼町・江南町・大里村の

　　各役場で9月10日團から交

　　付します。
申込書　9月14日から10月3日まで
の受付　　（土曜日は午後0時30分ま

　　で、日曜日は除く。）

間合せ　熊谷地区消防本部総務課

　　人事会計係
　　熊谷市大字原島675－1
　　倉22－4444　内線205・207

深谷青年の家

青年スクール生募集

期間平成4年11月5日（木）から

　　平成5年3月10日伽まで
対　象　18歳～35歳の県内在住在勤

　　の青年
場所埼玉県立深谷青年の家
内容書道、バドミントン、陶芸、

　　英会話、茶道、着つけ、調

　　理1・H、七宝焼、ハーブ
　　＆ポプリ、卓球、華道など
費　用　受講料　無料（教材費実費）

定員各20～30名
申し込み10月6日（火〉午後7時より

　　　　　　　　　高　清　山
木中口林川田広部崎春橋切水本崎沢
　　　　　　　　樋　押　三　成

お
誕
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で
と
う
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●

●

12，100

12，070

12，040

人／戸

3，420

3，400

3，380

町民のうごき

5月　6月　7月　8月

8月1日現在

人口12，079十5

男5，957十8

女6，122－3

世帯3，416十7

平成4年　救急出動状況
救急出動状況 7，月 累　計

交　　　　　通 14件 37件
一　般　負　傷 3件 10件
急　　　　　病 9件 77件
そ　　の　　他 1件 12件
合　　　　　計 27件 136件

鳴井
海上

文里
江香

703
歳歳

小
江
川
板
井

（11）



　　　　　　たい
柴崎　　太ちゃん
　平成3年12月13日生

　柴崎貞夫・明子さんの

二男（8ヵ月）　板井
　面倒見のよい姉兄に可愛

がられる我家のアイドルで

す。これからも、三人姉弟

仲良く、明るく元気に育っ

てほしいと願っています。

　　　　とも　　あき

大澤知明ちゃん
　平成3年8月30日生
　大澤真治・恵子さんの

長男（1歳）　　　上新田

　やんちゃで、いたずら好

　きな知君です。みなさんど

　うぞよろしく。明るくて、

何ごとにも負けない強い子

になってほしいです。

　　　　　だい　　　き

奥野大暉ちゃん
　平成3年8月25日生
　奥野　勲・博子さんの

長男（1歳）　　　三　本

　初めてのゆかた姿！ボク

ちょっぴりはずかしいなあ。

シャンシヤンや、バイバイ

もうまいんだぜ……。

　　　　あ　　　み
小堀　愛　未ちゃん

　平成3年9月11日生
　小堀弘明・智子さんの

長女（11ヵ月）　　野　原

　　3人目にして、念願の

女の子が誕生しました。

　みんなにかわいがられ幸

せです。やさしい子になっ

てってね！
●
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変
化
が
指
の
一

本
だ
け
に
現
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も

同
じ
よ
う
な
変
化
が
何
本
も
（
と
き
に

は
足
の
つ
め
に
も
。
）
で
て
い
る
か
を
見

る
こ
と
で
す
。

　
一
本
だ
け
な
ら
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

そ
の
つ
め
の
異
常
で
心
配
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ち
こ
ち
に
異
常
が

見
ら
れ
る
と
き
は
要
注
意
で
す
。

　
と
く
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
つ
め

が
指
先
を
内
側
に
包
み
込
む
よ
う
に
変

形
し
て
く
る
、
い
わ
ゆ
る
“
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
の
つ
め
”
。
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
発
見
し
た
と
い
わ
れ
、

心
臓
や
肺
の
病
気
に
か
か
わ
り
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
普
通
だ
っ
た
つ
め
が
、
変

形
し
て
き
た
り
、
色
が
変
わ
っ
て
き
た

り
と
い
う
と
き
は
、
体
の
異
常
を
疑
っ

て
早
め
に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。
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